
1
8
5
8
年
4
月
9
日
（
安
政
5
年
2

月
26
日
）の
未
明
、
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連

峰
の
西
、
現
在
の
富
山
県
と
岐
阜
県
の
県

境
付
近
で
、
大
地
震
が
発
生
し
た
。
典
型

的
な
内
陸
直
下
地
震
で
あ
り
、
飛
騨
と
越

中
で
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、「
飛

越
地
震
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
震
は
、
A
ク
ラ
ス
の
活
断
層
で

あ
る
跡
津
川
断
層
の
活
動
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
規
模
は
、
従
来
M
7
・
0
〜

7
・
1
（
理
科
年
表
な
ど
）
と
さ
れ
て
い

た
が
、
近
年
、
被
害
分
布
な
ど
を
も
と
に

再
検
討
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
M
7
・
3

〜
7
・
6
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ

の
地
震
は
、
古
文
書
の
記
録
な
ど
か
ら
、

2
つ
の
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
た
、
い

わ
ば
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

飛
越
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震
時
の
状

況
や
災
害
の
様
相
、
地
震
後
の
情
報
収
集

や
復
旧
状
況
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
古

文
書
や
絵
図
が
、
数
多
く
保
存
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
立
山
の
鳶
崩
れ
な
ど
、
大
地

に
刻
ま
れ
た
災
害
の
傷
あ
と
が
各
所
に
残

さ
れ
て
い
て
、
自
然
と
人
文
の
両
面
か
ら
、

そ
の
地
震
像
や
災
害
像
を
復
元
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

強
烈
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
城
下
町
の

富
山
で
は
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
各

所
で
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
被
害
も
生
じ

た
。
震
源
か
ら
遠
く
離
れ
た
金
沢
や
大
聖

寺
で
も
、
多
く
の
家
屋
が
全
半
壊
し
た
。

と
り
わ
け
激
甚
な
震
害
と
な
っ
た
の

は
、
飛
騨
地
方
で
あ
る
。
神
通
川
の
上
流

部
に
あ
た
る
宮
川
や
高
原
川
の
流
域
で
は
、

跡
津
川
断
層
に
沿
う
村
々
の
被
害
が
甚
大

で
、
家
屋
の
倒
壊
率
が
1
0
0
％
近
く
に

達
し
た
集
落
も
あ
っ
た
。

飛
越
地
震
は
、
山
岳
地
帯
を
走
る
跡
津

川
断
層
の
活
動
に
よ
る
地
震
だ
っ
た
た
め
、

山
崩
れ
や
土
砂
崩
れ
が
多
発
し
、
崩
壊
し

た
土
砂
が
川
を
せ
き
止
め
て
天
然
ダ
ム
を
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安
政
5
年
に
起
こ
り
、
飛
騨
と
越
中
の
被
害
が
多
か
っ
た
こ
の
地
震
は
、

安
政
の
飛
越
地
震
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
地
震
で
立
山
連
峰
の
山
の
一
部
が
崩
壊
し
て
カ
ル
デ
ラ
に
落
ち
た
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
崩
れ
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
、
堰
き
止
め
ら
れ
た
川
や
天
然
ダ
ム
な
ど
が
、

さ
ら
に
災
害
を
誘
発
し
ま
し
た
。

飛越大地震 PROFILE

プレート断層の活動による直下型地震

マグニチュード 〉〉〉7.3～7.6（未明）

死者 〉〉〉約410人

内訳 〉〉〉平野約20人、山間約250人

              溺死約140人

全半壊家屋 〉〉〉約2,700戸

な
だ
れ
で
岩
石
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
火
花
を
発
し
、

川
筋
が
明
る
く
見
え
、天
然
ダ
ム
が
姿
を
現
わ
し
た
。

文：伊藤和明（NPO法人防災情報機構会長）



生
じ
た
り
、
主
要
な
道
路
が
寸
断
さ
れ
る

な
ど
、
厳
し
い
山
地
災
害
の
様
相
を
呈
し

た
。飛

騨
の
村
々
で
も
、
各
所
で
山
崩
れ
に

よ
っ
て
多
く
の
家
屋
が
埋
ま
り
、
死
者
が

で
た
。宮
川
や
高
原
川
、小
鳥
川
な
ど
で
は
、

川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
く
つ
も
の
天
然

ダ
ム
を
生
じ
、
の
ち
に
決
壊
し
て
下
流
域

に
洪
水
を
も
た
ら
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
山
崩
れ
の
な
か
で
も
、
ひ
と
き

わ
規
模
が
大
き
く
、
飛
越
地
震
の
名
を
後

世
に
と
ど
め
る
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
立

山
連
峰
の
大
鳶
山
と
小
鳶
山
の
大
崩
壊
で

あ
っ
た
。
ほ
ぼ
南
北
に
伸
び
る
尾
根
の
西

斜
面
、
現
在
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
と
呼
ば
れ

て
い
る
凹
地
形
の
底
に
向
か
っ
て
、
山
体

の
一
部
が
崩
れ
落
ち
た
の
で
あ
り
、
通
称

〝
鳶
崩
れ
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、観
光
コ
ー
ス
の
「
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」が
走
る
弥
陀
ヶ

原
の
南
に
隣
接
し
て
お
り
、
東
西
約
6
・

5
㎞
、
南
北
約
4
・
5
㎞
の
巨
大
な
凹
地

形
で
あ
る
。
カ
ル
デ
ラ
の
斜
面
か
ら
流
れ

出
す
大
小
の
川
の
水
は
、
集
ま
っ
て
湯
川

と
な
り
、
西
進
す
る
湯
川
は
、
や
が
て
南

か
ら
く
る
真
川
と
合
流
し
て
常
願
寺
川
と

な
り
、
富
山
平
野
を
う
る
お
し
て
い
る
。

つ
ま
り
立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、
常
願
寺
川
の

源
流
部
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、
い
わ
ゆ
る
火
山

の
カ
ル
デ
ラ
で
は
な
く
、
長
い
あ
い
だ
の

侵
食
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
凹
地
形
、

い
わ
ば
〝
侵
食
カ
ル
デ
ラ
〞
で
あ
る
。
こ

の
地
域
の
地
質
は
、
新
第
三
紀
の
海
底
噴

火
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
火
山
噴
出
物
か
ら

成
っ
て
お
り
、
風
化
が
進
ん
で
、
一
部
は

粘
土
化
し
て
い
る
た
め
に
、
脆
く
崩
れ
や

す
い
岩
質
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

地
質
環
境
で
あ
る
た
め
、
太
古
か
ら
の
豪

雨
や
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
が
繰
り
返
さ
れ
、

侵
食
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

大
鳶
・
小
鳶
の
大
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ

た
岩
屑
な
だ
れ
は
、
中
腹
に
あ
っ
た
立
山

温
泉
を
呑
み
こ
み
、
カ
ル
デ
ラ
内
の
湯
川

か
ら
常
願
寺
川
を
流
下
し
て
堆
積
し
た
。

岩
屑
な
だ
れ
が
高
速
で
流
下
し
た
と

き
、
無
数
の
岩
石
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
火

花
を
発
し
、
そ
の
光
に
よ
っ
て
、
川
筋
が

明
る
く
見
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

湯
川
の
上
流
部
で
は
、
水
流
が
せ
き
止

め
ら
れ
、
多
く
の
天
然
ダ
ム
を
生
じ
た
。

ま
た
、
湯
川
の
谷
を
流
下
し
た
土
砂
は
、

真
川
と
の
合
流
点
に
達
し
、
真
川
の
谷
を

逆
流
し
て
堆
積
し
、
高
さ
1
0
0
ｍ
を
こ

え
る
天
然
ダ
ム
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
山
地
激
震
に
よ
っ
て
生

じ
た
大
規
模
な
地
変
は
、
や
が
て
次
な
る

大
災
害
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

立山大鳶山抜図（富山県立図書館所蔵）

立山カルデラの全景（撮影：菊川茂氏）『地水見聞録』から市中破裂略図（富山県立図書館所蔵）




